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▲市公式サイト

合同吹奏楽コンサート in ゆとろぎ
＼世代を超えて、響き合う音色♪／

　7月12日にプリモホールゆとろぎで、市内小・中学生、地域の高校生や大人が一緒になって吹奏楽を楽しむ「合同吹奏楽コン
サート」を開催しました。各団体の熱気あふれるステージの後、最後はアンコールで参加団体による合同演奏にのせて「ドレミの
唄」を観客の皆さんと大合唱。会場全体が温かい一体感に包まれました。
　また、当日は楽器演奏体験、能登半島復興支援の取組として募金も実施しました。

出演 富士見小学校金管バンド部　　東京ミッドウエスト吹奏楽団 ジュニア部
　　     日本航空高等学校石川吹奏楽団・ウィングダンスカンパニー（ダンス部）
　　　　羽村市吹奏楽団　　青梅市青少年吹奏楽団

主催 羽村市教育委員会　　　 連携協力 学校法人 日本航空学園

P2～3  学校教育課（指導係）
 羽村市立中学校の部活動地域展開

特集



【問合せ】　学校教育課指導係（内線376）

2はむらの教育　8.9.1

　部活動は、その技能の向上だけでなく、異年齢の交流の中で、好ましい人間関係の構築を図ったり、自己肯定感や責 任感、連帯感の向上等につながったりと、子供たちの多様な学びに大きな役割を果たしてきました。　
　現在、少子化等に伴い、中学校における部活動の設置や継続が困難な状況が、全国的に広がっています。
　羽村市教育委員会では、今後も中学生が様々な活動を通じて心身共に健やかに成長できるよう、令和７年度から、 段階的に学校の部活動を地域の活動「TEAMはむら」へと展開しています。
これまでよりも多様で、持続可能な活動を通して、子供たちの成長を促していきます。
　なお、「TEAMはむら」には、Ｔ（たくさんの）Ｅ（笑顔が）Ａ（あふれる）Ｍ（まち）＝はむら　になってほしいという 願いを込めています。

として活動している５団体

持続可能な放課後等の活動へ

　技能の上達や大会入賞を目指す団
体から、楽しむ・親しむことを主と
する団体など、様々な活動団体があ
ります。

学校などの公共施設が主たる活動場所
（施設使用料の減額免除等が可能）

活動のための費用は各家庭で負担
（指導に係る費用や保険料等）

　羽村一中、二中、三中の生徒も、同
じ団体で一緒に活動します。

部活動地域展開部活動地域展開
はむら」へ

学校部活動から「TEAMはむら」へ！
【教育委員会が認証する団体】 【どこの中学校からも参加可能】

羽村市スポーツ協会や羽村市文化協会などとも連携し、
生涯スポーツ・生涯学習につながる活動を目指します！

volare北多摩
（男子バレーボール） 

Realiser V.C
（女子バレーボール） 

羽村ＵＳＣ
 （ソフトテニス）



3 はむらの教育　8.9.1

　部活動は、その技能の向上だけでなく、異年齢の交流の中で、好ましい人間関係の構築を図ったり、自己肯定感や責 任感、連帯感の向上等につながったりと、子供たちの多様な学びに大きな役割を果たしてきました。　
　現在、少子化等に伴い、中学校における部活動の設置や継続が困難な状況が、全国的に広がっています。
　羽村市教育委員会では、今後も中学生が様々な活動を通じて心身共に健やかに成長できるよう、令和７年度から、 段階的に学校の部活動を地域の活動「TEAMはむら」へと展開しています。
これまでよりも多様で、持続可能な活動を通して、子供たちの成長を促していきます。
　なお、「TEAMはむら」には、Ｔ（たくさんの）Ｅ（笑顔が）Ａ（あふれる）Ｍ（まち）＝はむら　になってほしいという 願いを込めています。

子供たちの成長を支えてきたこれまでの部活動

現在「TEAMはむら」

顧問だった先生が異動と
なり、○○部を指導する
先生がいないんだって…

部活動があるから、
ずっと続けている○○はやめ
ないといけなくなるのかな…

○○は続けたいんだけど、
もう少し、軽くやりたいな…

いや、私は全国大会を目指し
てハードに活動したい！

隣の中学校には、○○部がある
のに、私の学校にはないな…

○○部、部員が集まらなく
て、廃部になるんだって…

朝から練習？
休日も試合の引率？
先生たちっていつ、
休んでいるのかな？

羽村市立中学校の羽村市立中学校の
「TEAM学校部活動から

しかし、今のやり方をこのまま続けると…

学校間による
体験格差

時代の変化に合わせ、子供たちの体験活動の在り方を
変えていく必要がある。

学校単位の
部活動の限界

特集

東京ミッドウエスト吹奏楽団 ジュニア部
（吹奏楽）

劇団Comet
（演劇）

ニーズの
多様化

教員の
働き方改革

少子化



「
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
」か
ら
【
問
合
せ
】生
涯
学
習
推
進
課　
☎
５
７
０-

０
７
０
７

　

ウ
ィ
ー
ン
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏
団
に
よ
る
演
奏
会
。作

曲
家
ヴ
ォ
ル
フ
の
名
を
冠
し
、古
典
か
ら
現
代
ま
で
の

幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
精せ

い

緻ち

な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
魅

力
の
楽
団
で
す
。

日�

時
…
10
月
４
日
㈰

　

�【
開
場
】午
後
１
時
30
分
～
【
開
演
】午
後
２
時
～

会�

場
…
大
ホ
ー
ル　

入
場
料
…
無
料（
要
鑑
賞
券　

未

就
学
児
入
場
不
可
）

定�

員
…
８
５
４
人（
全
席
指
定
）

※�

無
料
鑑
賞
券
は
一
人
２
枚
ま
で
。ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
、又

は
青
梅
佐
藤
財
団
特
設
サ
イ
ト
に
て
配
布
中

共�

催
…

　
公
益
財
団
法
人 

青
梅
佐
藤
財
団

　

�

青
梅
市
教
育
委
員
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

多
摩
の
青
少
年
を

　
育
て
る
会

　
羽
村
市
教
育
委
員
会

市
民
コ
ン
サ
ー
ト

ウ
ィ
ー
ン・
フ
ー
ゴ・
ヴ
ォ
ル
フ
三
重
奏
団

　

エ
バ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、楽
し

い
音
が
あ
ふ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。み

ん
な
で「
音
」を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
…
11
月
２３
日（
月
・
祝
）

　
【
開
場
】午
後
１
時
～

　
【
開
演
】午
後
１
時
30
分
～

会
場
…
大
ホ
ー
ル

入
場
料
…
一
般　

２
，５
０
０
円

　
中
学
生
・
高
校
生　
１
，０
０
０
円

　
小
学
生
以
下　
５
０
０
円

定
員
…
６
７
２
人（
全
席
指
定
）

※�

入
場
券
は
、ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
、又
は
ゆ
と
ろ
ぎ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス（
右
上
の
記
事「
羽

村
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席
」内
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
御
活
用
く

だ
さ
い
。）で
発
売
中

エ
バ
リ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

in
ゆ
と
ろ
ぎ

日�

時
…
10
月
３
日
㈯

　
【
開
場
】午
後
１
時
30
分
～　
【
開
演
】午
後
２
時
～

会
場
…
小
ホ
ー
ル

出�

演
…
①［
前
座
］桂 
あ
ま
夏　
②［
落
語
］三
遊
亭 

美

よ
し　

③［
落
語
］（
特
別
ゲ
ス
ト
）桂 

竹
丸　
〜
仲

入
り（
休
憩
）
〜　
④［
漫
才
］宮
田 

陽
・
昇　
⑤［
落

語
］雷
門 

五
郎

入�

場
料
…
大
人(

前
売)　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

(

当
日)　
１
，２
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下　
　

 

５
０
０
円

定
員
…
２
５
２
人（
全
席
自
由
）

※�

入
場
券
は
ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
、又
は
ゆ
と
ろ
ぎ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
販
売
中

主�

催
・
制
作
…
公
益
社
団
法
人 

落
語
芸
術
協
会

後
援
…
羽
村
市
教
育
委
員
会

第
85
回 
羽
村
ゆ
と
ろ
ぎ
寄
席

　
日
本
人
の
食
文
化
と
し
て
古
く
か
ら
身
近
に
あ
る
麹

等
に
よ
る
発
酵
食
品
。実
は
食
品
だ
け
で
な
く
、医
薬
品

等
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。発
酵
に
よ
る
新
し
い
可
能

性
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日�

時
…
11
月
15
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～

会
場
…
講
座
室
１

参
加
費
…
５
０
０
円

定
員
…
５０
人　
※
申
込
順

講�

師
…
前ま

え

橋ば
し 

健け
ん

二じ　
氏（
東
京
農
業

大
学
応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科

学
科
教
授
）

申�

込
方
法
…
下
記
二
次
元
コ
ー
ド

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
、又
は
ゆ
と
ろ

ぎ
窓
口
で
受
付
中

ゆ
と
ろ
ぎ
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
講
座

「
発
酵
産
業
の
歴
史
と
未
来
…
微
生
物
を
操
る

伝
統
技
術
と
そ
の
発
展
」

▲�ウィーン・フーゴ・
　ヴォルフ三重奏団

▲講座申込
　フォーム▲前橋 健二 氏▲正木 剛徳 氏▲Everly（エバリー）

　
羽
村
堰
は
、今
か
ら
３
７
３
年
前
の
承
応
二
年（
１
６
５
３
年
）

に
多
摩
川
か
ら
玉
川
上
水
へ
取
水
す
る
た
め
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

電
気
や
建
設
機
械
も
ま
だ
な
い
時
代
に
、先
人
た
ち
の
創
意
工

夫
が
大
工
事
を
可
能
と
し
ま
し
た
。築
造
当
時
の
羽
村
堰
の
構
造

や
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
土
木
・
治
水
技
術
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
郷
土
博
物
館
」か
ら

【
問
合
せ
】
郷
土
博
物
館　
☎
５
５
８-

２
５
６
１

投な
げ

渡わ
た
し

堰ぜ
き

　
多
摩
川
の
水
を
せ
き
止
め
て
、玉
川

上
水
の
水
路
へ
導
く
役
割
が
あ
り
ま

す
。「
投な

ぎ
渡
木
」と
呼
ば
れ
る
丸
太
を

横
に
渡
し
、そ
こ
へ
細
い
丸
太
や
木
の

枝
、砂
利
を
組
み
合
わ
せ
て
造
ら
れ
て

い
ま
す
。大
雨
な
ど
に
よ
る
増
水
時
に

は
投な

ぎ
渡
木
を
外
し
て
開
放
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、玉
川
上

水
の
水
路
が
大
量
の
水
で
壊
れ
て
し

ま
う
こ
と
を
防
ぎ
ま
し
た
。

筏い
か
だ

通と
お
し

場ば

　

多
摩
川
の
上
流
側
か

ら
来
た
筏
が
、羽
村
堰
を

通
過
す
る
箇
所
で
す
。筏

が
通
ら
な
い
時
に
は
、上

流
側
を
塞
い
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
筏
は
、青
梅
や
奥

多
摩
な
ど
の
山
で
伐
採

さ
れ
た
木
材
で
組
ま
れ

た
も
の
で
、「
青
梅
材
」と

し
て
江
戸
時
代
の
木
材

需
要
を
支
え
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
羽は

村む
ら

堰ぜ
き

の
構
造
に
つ
い
て
③

▲�筏通場（紫色の破線で囲んだ部分）と投渡
堰（水色の実線で囲んだ部分）『上水記』
第２巻（東京都水道歴史館所蔵）を加工

▲�ゆとろぎインターネット
　チケットサービス
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【
問
合
せ
】
図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

弓
道
場　
☎
５
５
５-

９
２
５
５

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　
☎
５
５
５-

０
０
３
３

「
プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
む
ら
」か
ら

都
立
図
書
館
の
電
子
書
籍
が
、

　
プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
む
ら
で
読
め
る
！

は
じ
め
る
な
ら
今
が
チ
ャ
ン
ス
！

３
階  
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー

　

東
京
都
立
図
書
館
で
は
、所
蔵
し
て
い
る
資
料
の
電
子
書
籍
を
館
内

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
の
は
、旅
行
ガ
イ
ド
か
ら
事
典
類
ま
で
幅
広
い
コ
ン
テ

ン
ツ
が
あ
る「TRC

-D
L

」と
、日
本
語
の
学
術
書
・
専
門
書
や
外
国
語

書
籍
な
ど
が
読
め
る「EBSC

O
 eBooks

」で
す
。

　
プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
む
ら
で
も
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、

都
立
図
書
館
の
電
子
書
籍
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。資
料
に

よ
っ
て
は
、本
文
の
全
文
検
索
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、簡
単
に
欲

し
い
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
調
査
研
究
、ビ
ジ
ネ
ス
、就
職
活
動
な
ど
に
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
閲
覧
場
所
】３
階　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー

　
弓
道
と
は
、和
弓
を
引
き
、矢
を
的
に
当
て
る
一
連
の
所
作
を
通
し
、

心
身
を
鍛
錬
す
る
日
本
の
武
道
で
す
。弓
道
の
所
作
を
通
し
て
礼
儀

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、更
に
稽
古
に
は
集
中
力
も
必
要
と
な
る
た
め
、

技
術
だ
け
で
な
く
心
も
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

普
段
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
弓
道
で
す
が
、春
と
秋
の
年
２

回
、羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
加
盟
団
体
の
弓
道
会
指
導
の
下
、初
心
者

向
け
に
体
験
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。教
室
で
は
入
退
場
の
所
作
か

ら
弓
具
の
取
扱
い
や
的
を
射
る
稽
古
ま
で
、指
導
員
と
一
緒
に
行
う

の
で
、安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

　
5
月
に
開
催
さ
れ
た
春
の
初
心
者
教
室
で
は
、17
人
が
参
加
し
、そ

の
後
も
８
割
程
度
が
弓
道
を
続
け
て
い
ま
す
。ま
た
、参
加
者
の
過
半

数
は
10
代
・
20
代
で
、若
年
層
に
も
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
今
年
の
秋
の
教
室
は
、10
月
に
実
施
し
ま
す
。申
込
み
な
ど
詳
し
く

は
、「
広
報
は
む
ら
９
月
１
日
号
」を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、10
月
12
日（
月
・
祝
）実
施
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

で
は
、老
若
男
女
、車
い
す
の
方
も
手
軽
に
弓
道
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
、無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。教
室
に
参
加
で
き
な
い
方

も
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲インターネットコーナーで閲覧できます。
　（プリモライブラリーはむら３階）

▲初心者向け体験教室 ▲弓道場の様子

▲市民スポーツ
　まつり〜弓道場〜
　（市公式サイト）

「
弓
道
場
」か
ら

弓
道
の
魅
力

弓
道
の
魅
力

所
在
地
：
小
作
台
4
ー
2
ー
8

開�

館
日
：
祝
日
以
外
の
月
曜
と
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）を
除
く
、

　
午
前
9
時
〜
午
後
10
時

羽�

村
市
弓
道
場

【
問
合
せ
】
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【
問
合
せ
】

【
問
合
せ
】教
育
相
談
室
係（
内
線

教
育
相
談
室
係（
内
線
369369
））

羽村市教育相談室
TEL 090-5258-1223
TEL 090-1406-1223

◆電話相談
　〈受付〉午前９時～
　　　　午後５時30分

◆来室相談
　〈開室時間〉午前９時〜午後６時

◆子どもの悩み110番
　☎090-3274-7830

午前９時～午後３時50分

※年末年始・土日祝日 休館

適応指導教室
ハーモニースクール・はむら
TEL 090-3237-1331

お気軽に相談してください

【住所】
羽村市羽東2-12-2
（羽村駅西口徒歩５分
　　新奥多摩街道沿い）

◆
教
育
相
談
室

◆
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル
・
は
む
ら　

教
育
相
談
室
内
に
併
設
さ
れ
て
い
る「
適
応

指
導
教
室
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル
・
は
む
ら
」

は
、様
々
な
理
由
に
よ
り
、学
校
へ
行
き
た
く

て
も
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
小
・
中
学
生
を

対
象
に
、学
び
の
継
続
、社
会
的
自
立
に
向
け

た
支
援
を
行
う
教
室
で
す
。こ
こ
で
は
、学
習

指
導
や
体
験
活
動
な
ど
を
通
し
て
、子
供
た
ち

の
居
場
所
づ
く
り
と
個
別
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
主
な
活
動

　

国
語
、算
数（
数
学
）、英
語
の
基
礎
的
・
基

本
的
な
補
充
学
習
、体
育
や
音
楽
、家
庭
科
な

ど
の
実
技
教
科
の
ほ
か
、校
外
学
習
や
、ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、栽
培
活
動
な
ど
の

体
験
的
な
行
事
・
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
見
学
・
入
室
の
相
談

　
電
話
で
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲�教室では、個別や集団での学
習をします。

▲多目的室では、体育を行います。

適応指導教室 ハーモニースクール・はむら

を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

お子さんに
こんな様子が見られたら…

　
教
育
相
談
室
で
は
、心
理
の
専
門
家（
公
認
心
理
師
等
）が
相
談

員
と
し
て
、市
内
在
住
の
幼
児
か
ら
高
校
生
程
度
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆
電
話
相
談（
随
時
）

　
電
話
で
、お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
来
室
相
談（
予
約
制
）

　
児
童
・
生
徒
、保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
に
相
談
員（
公
認
心
理
師
等
）

が
担
当
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
等
も
実
施
し
て
い
ま

す
。教
育
・
福
祉
・
医
療
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、き
め
細
か

く
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
の
悩
み
に
は
、適
応
指
導
教
室（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
ク
ー

ル
・
は
む
ら
）へ
の
入
室
に
つ
い
て
も
御
相
談
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
子
供
の
悩
み
１
１
０
番

　
市
内
在
住
の
お
子
さ
ん
自
身
が
、電
話
で
相
談
員
に
相
談
で
き

ま
す
。

教育相談室

勉強が遅れている・勉強が遅れている・
意欲がもてない意欲がもてない友達とのトラブル友達とのトラブル

が多いが多い

コミュニケーションコミュニケーション
に心配があるに心配がある

気分にムラがある・気分にムラがある・
情緒不安定情緒不安定

カッとしてカッとして
暴れる・反抗する暴れる・反抗する

学校に行かない・学校に行かない・
行きしぶる行きしぶる

羽村市教育相談室
（適応指導教室）
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教教  

育育  

随随  

想想
教
育
委
員
会
委
員

永
井　
英
義

�

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
354
）

受
験
生 

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
「
文
字
は
読
め
る
の
に
、
意
味
は
正
し
く
読
み
取
れ
て
い
な
い
。」

そ
ん
な
現
象
が
、
近
年
「
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
構
文
」
と
し
て
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、「
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
は
グ
ル
コ
ー
ス
が
つ

な
が
っ
て
で
き
た
デ
ン
プ
ン
を
分
解
す
る
が
、
同
じ
グ
ル
コ
ー
ス
か

ら
で
き
て
い
て
も
、
形
が
違
う
セ
ル
ロ
ー
ス
は
分
解
で
き
な
い
。
セ

ル
ロ
ー
ス
は
（　
）
と
形
が
違
う
。」
と
い
う
問
い
に
対
し
、多
く
の
中・

高
生
や
大
人
が
誤
答
し
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
単
語
だ
け
を
追
っ
て

「
読
め
た
つ
も
り
」
に
な
る
こ
と
や
、
主
語
や
目
的
語
が
省
略
さ
れ
や

す
い
日
本
語
の
特
徴
が
、
誤
読
を
生
む
一
因
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
学
校
の
テ
ス
ト
だ
け
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
や

地
域
活
動
、
家
庭
で
の
会
話
で
も
、
相
手
の
話
を
最
後
ま
で
受
け
止

め
る
前
に
一
部
の
言
葉
だ
け
に
反
応
し
、
本
来
の
論
点
と
は
違
う
方

向
へ
話
が
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
世
代
や
立
場
、
経
験
、
価
値
観
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
言
葉
で
も
受
け
取
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
伝
え
る
側
に
は
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
丁
寧
に
言
葉
を
選
ぶ

姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
受
け
取
る
側
に
も
、「
こ
の
人
は
何

を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。」
と
、
相
手
の
真
意
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

教
育
と
い
う
と
、
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
目
が
向
き

が
ち
で
す
が
、
本
当
に
育
て
た
い
の
は
、
相
手
の
言
葉
を
正
し
く
理

解
し
よ
う
と
す
る
力
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
異
な
る
意
見
を
持

つ
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
そ

の
前
に
相
手
の
考
え
を
き
ち
ん
と
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
こ
と
で
す
。

　

私
自
身
も
、
相
手
の
言
葉
を
自
分
の
思
い
込
み
で
解
釈
し
て
し
ま

う
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
か
と
振
り
返
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
読
む
」
と
は
、
文
字
を
追
う
こ
と
で
は
な
く
、
人
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
を
、
私
自
身
も
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
令
和
９
年
度
に
入
学(

転
学)

す
る
お
子

さ
ん
の
就
学
相
談
の
受
付
は
、９
月
30
日

㈬
ま
で
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
発
達
で
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
方
、情
緒
面
で
不
安
が
あ
る
方
な

ど
、就
学
に
当
た
っ
て
の
心
配
を
伺
い
、情

報
提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、お

子
さ
ん
へ
の
支
援
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
す
。特
別
支
援
学
校
や
特
別
支
援
学
級

を
お
考
え
の
方
は
、相
談
が
遅
れ
る
と
、入

学
や
４
月
か
ら
の
転
学
ま
で
に
手
続
き
が

完
了
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、早
め

に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
教
育
支
援
課
特
別
支
援
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３８６
）

就
学
相
談
に
つ
い
て

「はむらの教育」を御覧になった
　意見・感想をお聞かせください
　掲載内容の充実を図ることを目的として、御
覧になった意見や感想をお聞かせください。
　頂戴した意見等は、今後の紙面
作りの参考といたします。

◀�意見等の
　入力フォーム

　

利
子
は
市
が
全
額
補
助
し
ま
す
。

無
利
子
の
融
資
に
な
り
ま
す
が
、保

証
期
間
の
保
証
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。そ
の
保
証
料
に
つ
い
て
も
市

が
全
額
補
助
し
ま
す
。

▲入学資金融資制度
　（市公式サイト）

利
子
と
保
証
期
間
の
保
証
料
の
全
額
補
助

●
融
資
資
金
の
対
象
は
、入
学
手
続
と
同
時
に
学
校
に
入
金
す

る
入
学
金（
料
）と
入
学
支
度
金
で
す
。入
学
金
は
施
設
費
を
含

み
ま
す
。入
学
支
度
金
は
、制
服（
体
育
着
な
ど
を
含
む
。）、教
科

書
な
ど
の
経
費
で
、学
校
が
指
定
し
、年
度
内
に
支
払
う
も
の
が

対
象
と
な
り
ま
す
。（
領
収
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。）

●
入
学
金
の
限
度
額
は
１
０
０
万
円
、入
学
支
度
金
の
限
度
額

は
20
万
円
で
す
。た
だ
し
、入
学
者
が
複
数
の
場
合
は
、入
学
支

度
金
は
20
万
円
×
人
数
と
な
り
ま
す
。同
一
世
帯
に
対
す
る
限

度
額
は
、入
学
金
も
含
め
１
２
０
万
円
で
す
。

融
資
資
金
の
対
象
・
限
度
額

　
高
等
学
校
や
大
学
な
ど
に
入
学
す
る
際
に
要
す
る
入
学
金
や

入
学
支
度
金
の
融
資
を
市
内
の
金
融
機
関
に
あ
っ
せ
ん
し
、そ

の
融
資
に
対
す
る
利
子
等
を
全
額
補
助
し
ま
す
。

　
資
金
調
達
に
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

入
学
資
金
融
資
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

高
等
学
校
や
大
学
等
の
入
学
金
、

授
業
料
等
に
係
る
奨
学
金
制
度
を
市

公
式
サ
イ
ト
や
窓
口
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、問
合
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

▲奨学金制度一覧
　（市公式サイト）

高
等
学
校
・
大
学
等
の
入
学
に
向
け
て

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
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教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111
プリモホールゆとろぎ 
プリモライブラリーはむら（図書館）

S＆Dスポーツアリーナ羽村
（スポーツセンター）
S＆Dスイミングプラザ羽村
（スイミングセンター）

090-5258-1223
090-1406-1223
090-3237-1331

　特定非営利活動法人羽村市スポーツ協会及び羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

8はむらの教育　8.9.1

▲�通常総会の様子

羽
村
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

加
盟
団
体
の
紹
介
⑩

特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

５
５
５　  

１
６
９
８

　

羽
村
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
は
、昭
和
44
年
10
月
に
発
足

し
、令
和
10
年
に
は
創
立
60
年
を
迎
え
ま
す
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
、小
学
生
か
ら
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
ま
で
大
会
が
あ
る
息
の

長
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
停
止
な
ど
で
、こ
こ
数
年
は
チ
ー
ム
数

の
減
少
が
続
き
、存
続
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
が
、会
長
以

下
、役
員
全
員
で
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、一
致
団
結

し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

当
連
盟
で
は
、一
年
間
で
七
つ
の
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。大
会
の
主
役
で
あ
る
選
手
に
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、参
加
チ
ー
ム
が
最
低
、一
日
２
試
合
行
え
る

よ
う
組
む
な
ど
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
大
き
な
大
会
の
一
つ
で
あ
る「
羽
村
オ
ー
プ
ン
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」は
、昭
和
57
年
に
開
館
し
た
羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
始
ま
り
、

約
40
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
地
域
最
大
級
の
大
会
で
し
た
。現
在

は
、西
多
摩
地
区
の
家
庭
婦
人
チ
ー
ム
と
の
親
睦
と
交
流
を
目

的
と
し
た「
羽
村
レ
デ
ィ
ー
ス
オ
ー
プ
ン

大
会
」を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、次
の
時
代
の
主
役
と
な
る
ジ
ュ

ニ
ア
世
代
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
。当
連
盟
で
指
導
し
、ジ
ュ
ニ
ア
育

成
大
会
に
も
参
加
し
て
い
る「
羽
村
さ

く
ら
ク
ラ
ブ
」は
、創
立
か
ら
42
年
間
で

１
８
９
人
の
子
供
た
ち
を
送
り
出
し
て

い
ま
す
。（
写
真
①
）さ
ら
に
、こ
れ
ま

で
の
貢
献
活
動
に
つ
い
て
イ
オ
ン
モ
ー

ル
日
の
出
様
の
応
援
を
得
て
、館
内
に

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
写
真
②
）バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ

て
、豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ

う
、今
後
も
環
境
作
り
に
努
力
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。子
供
か
ら
大
人
ま
で
一

緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

▲（写真①）「羽村さくらクラブ」

羽
村
市
文
化
協
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

５
７
９　  

２
７
７
２

■第１回羽村市文化協会スペシャル企画
　祝・教育委員会表彰　〜輝きを讃えて〜
　羽村市教育委員会表彰を受章された松本親栄さ
んと佐竹永吉さんをお祝いし、ゆとろぎ混声合唱
団の歌声をお届けする受章記念コンサートです。
日時　12月 5日㈯　 
開場　午後０時 30分～　開演　午後１時～
会場　ゆとろぎ大ホール
〈主催〉羽村市文化協会　〈後援〉羽村市教育委員会

【主催】第57回羽村市文化祭実行委員会　【後援】羽村市、羽村市教育委員会、羽村市文化協会

■第57回羽村市文化祭　　【期間】10月11日㈰～11月3日（火・祝）
開会式　10 月 11 日㈰　小ホール

展示発表 特別企画
10月14日㈬～ 18日㈰ 1期

10月11日㈰
生涯学習文化講演会

10月21日㈬～ 25日㈰ 2期 「芸術文化活動と地域づくり、生きがいづくり」
10月28日㈬～11月1日㈰ 3期 講師・清原慶子さん（杏林大学客員教授・前三鷹市長）

ホール発表
10月17日㈯

「ふれあいステージ」
北杜市 邦楽演奏「小淵沢民謡会」
都立羽村特別支援学校
羽村の祭ばやし保存会

10月17日㈯ 日舞
10月18日㈰ 洋舞、その他
10月24日㈯ 邦楽、芸能他

11月3日(火・祝) 日本航空高等学校石川ウィングダンスカンパニーによるダンスパフォーマンス
10月25日㈰ 洋舞、その他
10月31日㈯ 洋楽器、その他
11月1日㈰ 合唱

体験教室（ホール部門） 小・中学生習字及び俳句公募
〈応募方法〉
応募用紙を9月2日㈬～ 9月20日㈰までに窓口にお持ちください。
※俳句のみ、ゆとろぎで指定用紙を配布します。

10月25日㈰ 　 詩吟

10月31日㈯ 　　フォークダンス

　　　　　　　　　　　 マジック

体験教室（展示部門） 都立羽村高校美術部・書道部の展示、地域活動支援センターⅠ型事業「あおば」の
書道展示、3階にて「ふれあいサロン」（期間中の金曜日開催）、1階にて「ふれあい
カフェ・プチチャリティーバザー」（期間中の土・日開催）、都立羽村特別支援学校
による展示（10/21～ 25）・ホール発表（10/17小ホール）・クッキー販売（土・日）

開催期間中の各展示会場で実施します。

■ゆとろぎサロンコンサートのお知らせ（入場無料）
【第 111回】KEMバンドコンサート
日時　９月 6日㈰　開演　正午～　出演　KEMバンド
曲目　ふるさと、月の砂漠、みかんの花咲く丘　他
【第 112回】雅楽演奏
日時　10月 3日㈯　開演　正午～
出演　NPO法人たすけ場所雅楽会
〈共催〉羽村市文化協会、羽村市教育
　　　委員会、羽村市音楽連盟

◀�（写真②）�イオンモール日の出
　　　　　館内の応援ポスター

＊会場はいずれも
ゆとろぎ創作室１
（直接会場へ）
＊定員 50人
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